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(54)【発明の名称】 カバー式内視鏡

(57)【要約】
【課題】手元操作部の本体部分を被覆する本体カバーと
可動部を被覆する可動部カバーとを伸縮自在な接合部を
介して一体的に接合して手元操作部カバーを形成するこ
とにより、良好な操作性を確保しつつ手元操作部全体を
カバーで被覆できるカバー式内視鏡を提供する。
【解決手段】内視鏡カバー用内視鏡１２の手元操作部１
６を被覆する手元操作部カバー３６は、手元操作部１６
の本体部分を被覆する手元操作部本体カバー５０と、上
下アングルツマミ２２を被覆する上下アングルツマミカ
バー５２と、左右アングルツマミ２０を被覆する左右ア
ングルツマミカバー５４と、左右ロックツマミ２４を被
覆する左右ロックツマミカバー５６とで構成され、各カ
バーの接合部５８、６０、６２は、周面に形成された襞
５８ａ、６０ａ、６２ａによって伸縮自在に形成されて
いる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  可動部を有する手元操作部が手元操作部
カバーで被覆されたカバー式内視鏡において、
前記手元操作部カバーは、
前記手元操作部の本体部分の外形に合致して形成され、
該手元操作部の本体部分を被覆する本体カバーと、
前記可動部の外形に合致して形成され、該可動部を被覆
する可動部カバーと、
前記本体カバーと前記可動部カバーとを一体的に接合す
る伸縮可能な接合部と、からなることを特徴とするカバ
ー式内視鏡。
【請求項２】  前記接合部は筒状に形成され、その周面
に多数の襞が形成されて伸縮することを特徴とする請求
項１に記載のカバー式内視鏡。
【請求項３】  前記可動部が回動操作される操作ツマミ
であり、前記襞が前記操作ツマミの回転軸と直交する方
向に形成されていることを特徴とする請求項２に記載の
カバー式内視鏡。
【請求項４】  前記可動部が回動操作される操作ツマミ
であり、前記襞が螺旋状に形成されていることを特徴と
する請求項２に記載のカバー式内視鏡。
【請求項５】  前記可動部が回動操作される操作ツマミ
であり、互いに逆方向に回転する螺旋状の襞が連続して
形成されていることを特徴とする請求項２に記載のカバ
ー式内視鏡。
【請求項６】  前記可動部が回動操作される操作ツマミ
であり、前記操作ツマミの回転軸に対して互いに逆方向
に傾斜した襞が連続して形成されていることを特徴とす
る請求項２に記載のカバー式内視鏡。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明はカバー式内視鏡に係
り、特に操作ツマミやボタンなどの可動部を備えた手元
操作部をカバーで被覆するカバー式内視鏡に関する。
【０００２】
【従来の技術】医療分野で使用される内視鏡は、感染症
等を防止するために、使用後は洗浄・消毒処理が施され
る。しかし、内視鏡を完全に洗浄・消毒するには大変な
手間がかかる。そこで、内視鏡をカバーで覆い、使用後
にこのカバーを廃棄することにより、洗浄・消毒処理の
簡略化を可能にしたカバー式内視鏡が近年使用されてい
る。
【０００３】一般にカバー式内視鏡は、内視鏡カバー用
内視鏡と、その内視鏡カバー用内視鏡を被覆するカバー
とで構成されており、カバーは内視鏡カバー用内視鏡の
挿入部を被覆する挿入部カバーと、内視鏡カバー用内視
鏡の手元操作部を被覆する手元操作部カバーとで構成さ
れている。
【０００４】ところで、カバーは内視鏡カバー用内視鏡
に密着して装着されるが、内視鏡カバー用内視鏡の手元
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操作部には、内視鏡カバー用内視鏡の挿入部を湾曲操作
するための操作ツマミが取り付けられており、この操作
ツマミをカバーで被覆すると、操作ができなくなるとい
う問題がある。
【０００５】そこで、従来のカバー式内視鏡の手元操作
部カバーは、特開平８－１０２１１号公報に開示されて
いるように、手元操作部全体をある程度余裕をもって覆
う形状とし、術者が操作しやすいように指掛け部を形成
したり、また、特開平７－３２７９１３号公報に開示さ
れているように、操作ツマミだけをカバーの外に出すよ
うにしていた。あるいは、特開平８－３３６０６号公報
に開示されているように、手元操作部の本体を被覆する
本体カバーと、操作ツマミを被覆するツマミカバーとを
別体で作製し、ツマミカバーに形成したシール部で本体
カバーとの間に隙間が生じないようにしていた。
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】しかしながら、手元操
作部全体をある程度余裕をもって覆うタイプの手元操作
部カバーでは、カバーに弛みが生じるため、滑りやすく
操作しにくいという欠点がある。また、操作ツマミだけ
をカバーの外に出すタイプの手元操作部カバーでは、操
作ツマミだけを別途洗浄しなければならないという欠点
がある。さらに、本体カバーとツマミカバーとが別体で
作製されたタイプの手元操作部カバーでは、部品点数が
増えるとともに、装着に手間がかかるという欠点があ
る。
【０００７】本発明は、このような事情に鑑みてなされ
たもので、良好な操作性を確保しつつ手元操作部全体を
カバーで被覆できるカバー式内視鏡を提供することを目
的とする。
【０００８】
【課題を解決するための手段】本発明は前記目的を達成
するために、可動部を有する手元操作部が手元操作部カ
バーで被覆されたカバー式内視鏡において、前記手元操
作部カバーは、前記手元操作部の本体部分の外形に合致
して形成され、該手元操作部の本体部分を被覆する本体
カバーと、前記可動部の外形に合致して形成され、該可
動部を被覆する可動部カバーと、前記本体カバーと前記
可動部カバーとを一体的に接合する伸縮可能な接合部
と、からなることを特徴とするカバー式内視鏡を提供す
る。
【０００９】本発明によれば、手元操作部カバーは、手
元操作部の本体部分を被覆する本体カバーと可動部を被
覆する可動部カバーとが伸縮自在な接合部を介して一体
的に接合されて構成されている。これにより、手元操作
部に対してカバーを密着させた状態で被覆できるととも
に、可動部の柔軟な動きも確保できる。
【００１０】
【発明の実施の形態】以下、添付図面に従って本発明に
係るカバー式内視鏡の好ましい実施の形態について詳説
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する。
【００１１】図１は、本発明に係るカバー式内視鏡の一
実施形態を示す全体構成図である。同図に示すように、
カバー式内視鏡１０は、内視鏡カバー用内視鏡１２と内
視鏡カバー１４とで構成されている。
【００１２】内視鏡カバー用内視鏡１２は、手元操作部
１６を有しており、この手元操作部１６の先端に体腔内
に挿入される挿入部１８が接続されている。挿入部１８
は、軟性部１８ａ、湾曲部１８ｂ、先端硬質部１８ｃで
構成されており、軟性部１８ａの先端に湾曲部１８ｂを
介して先端硬質部１８ｃが設けられている。
【００１３】湾曲部１８ｂは、手元操作部１６に設けら
れた左右アングルツマミ２０と上下アングルツマミ２２
とを回動操作することにより湾曲操作される。この左右
アングルツマミ２０と上下アングルツマミ２２は、手元
操作部１６の基端部近傍に配置され、同軸上に取り付け
られている。そして、左右アングルツマミ２０の上部に
設けられた左右ロックツマミ２４を回動操作することに
より、左右アングルツマミ２０の回動がロックされ、上
下アングルツマミ２２の下部に設けられた上下ロックツ
マミ２６を回動操作することにより、上下アングルツマ
ミ２２の回動がロックされる。
【００１４】先端硬質部１８ｃの先端面には、図２に示
すように、観察窓２８と照明窓３０、３０が形成されて
いる。観察窓２８の内側には図示しないＣＣＤが配設さ
れており、このＣＣＤによって体腔内の像が撮像され
る。そして、このＣＣＤからの画像信号が手元操作部１
６に接続されたユニバーサルケーブル３２を介して図示
しないプロセッサに入力され、プロセッサに備えられた
モニタ上に拡大表示される。また、手元操作部１６に接
続されたユニバーサルケーブル３２には、図示しない光
源装置に接続された図示しないライトガイドが挿通され
ており、このライトガイドによって伝送された照明光が
照明窓３０、３０から照射される。
【００１５】内視鏡カバー１４は、図１及び図３に示す
ように、内視鏡カバー用内視鏡１２の挿入部１８を被覆
する挿入部カバー３４と、内視鏡カバー用内視鏡１２の
手元操作部１６を被覆する手元操作部カバー３６とで構
成されている。
【００１６】挿入部カバー３４には、図２に示すよう
に、内視鏡カバー用内視鏡１２の挿入部１８が挿入され
る内視鏡カバー用内視鏡挿入路３８、鉗子やスネア等の
処置具が挿入される吸引管路４０、送気、送水を行うた
めの送気・送水管路４２が形成されている。
【００１７】内視鏡カバー用内視鏡挿入路３８は、挿入
部カバー３４の先端面に連通されており、その先端部に
は、図１に示すように、透明なカバーガラス３５が気密
的に取り付けられている。
【００１８】吸引管路４０は、挿入部カバー３４の先端
面に形成された図示しない鉗子チャンネルに連通されて
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いる。また、この吸引管路４０は、図１に示すように、
挿入部カバー３４の基端部に形成された鉗子口４４に連
通されており、この鉗子口４４を介して鉗子やスネア等
の処置具が挿入される。
【００１９】送気・送水管路４２は、挿入部カバー３４
の先端面に形成された図示しない送気・送水ノズルに連
通されており、この送気・送水ノズルからエア又は液体
がカバーガラス３５の観察窓の方向に向けて噴射され
る。
【００２０】手元操作部カバー３６は、図１及び図３に
示すように、内視鏡カバー用内視鏡１２の手元操作部１
６の外形に合致した袋状に形成されており、手元操作部
１６に接続されたユニバーサルケーブル３２の中途まで
延設されている。
【００２１】この手元操作部カバー３６は、手元操作部
１６の本体部分を被覆する手元操作部本体カバー５０
と、上下アングルツマミ２２を被覆する上下アングルツ
マミカバー５２と、左右アングルツマミ２０を被覆する
左右アングルツマミカバー５４と、左右ロックツマミ２
４を被覆する左右ロックツマミカバー５６とで構成され
ており、手元操作部本体カバー５０は、挿入部カバー３
４の基端部に一体的に接合されている。また、手元操作
部本体カバー５０と上下アングルツマミカバー５２は第
１接合部５８を介して一体的に接合され、上下アングル
ツマミカバー５２と左右アングルツマミカバー５４は第
２接合部６０を介して一体的に接合されている。さら
に、左右アングルツマミカバー５４と左右ロックツマミ
カバー５６は第３接合部６２を介して一体的に接合され
ている。
【００２２】各カバー同士を接合する第１接合部５８、
第２接合部６０及び第３接合部６２は、それぞれ筒状に
形成されており、その周面には軸と直交する方向に多数
の襞５８ａ、６０ａ、６２ａが形成されている（いわゆ
る蛇腹状の襞が形成されている）。第１接合部５８、第
２接合部６０及び第３接合部６２は、この襞５８ａ、６
０ａ、６２ａによって伸縮可能に形成されている。
【００２３】前記のごとく構成された本実施の形態のカ
バー式内視鏡１０によれば、内視鏡カバー用内視鏡１２
の手元操作部１６を被覆する手元操作部カバー３６が手
元操作部１６の外形に合致して形成されているため、手
元操作部カバー３６を手元操作部１６に密着させた状態
で被覆することができる。
【００２４】一方、可動部である上下アングルツマミ２
２、左右アングルツマミ２０及び左右ロックツマミ２４
は、それぞれ上下アングルツマミカバー５２、左右アン
グルツマミカバー５４、左右ロックツマミカバー５６に
よって密着した状態で被覆されるが、各カバー同士の接
合部分が伸縮可能な第１接合部５８、第２接合部６０及
び第３接合部６２によって接合されているため、回動操
作も容易に行うことができる。
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【００２５】このように本実施の形態のカバー式内視鏡
１０によれば、良好な操作性を確保しつつ手元操作部１
６の全体を手元操作部カバー３６で被覆することができ
る。
【００２６】図５は、本発明に係るカバー式内視鏡の第
２の実施の形態の要部拡大図である。同図に示すよう
に、本実施の形態のカバー式内視鏡では、手元操作部カ
バー３６の第１接合部５８、第２接合部６０及び第３接
合部６２の襞５８ａ、６０ａ、６２ａが螺旋状に形成さ
れている。このような螺旋状の襞５８ａ、６０ａ、６２
ａによっても各接合部に伸縮可能を持たせることができ
る。
【００２７】図６は、本発明に係るカバー式内視鏡の第
３の実施の形態の要部拡大図である。同図に示すよう
に、手元操作部カバー３６の第１接合部５８と第２接合
部６０の周面には、それぞれ右回りの螺旋状の襞５８
ａ、６０ａと左回りの螺旋状の襞５８ｂ、６０ｂとが連
続して形成されている。このように、互いに逆方向に回
転する螺旋状の襞を連続して形成することにより、左右
両方向の伸縮性が向上し、より良好な操作性を確保する
ことができる。
【００２８】図７は、本発明に係るカバー式内視鏡の第
４の実施の形態の要部拡大図である。同図に示すよう
に、手元操作部カバー３６の第１接合部５８と第２接合
部６０と第３接合部６２の周面には、それぞれ軸線に対
して左方向に傾斜したスプライン状の襞５８ａ、６０
ａ、６２ａと軸線に対して右方向に傾斜したスプライン
状の襞５８ｂ、６０ｂ、６２ｂとが連続して形成されて
いる。このように、互いに逆方向に傾斜するスプライン
状の襞を形成することによっても上記同様に左右両方向
の伸縮性を向上させることができ、これによって、より
良好な操作性を確保することができる。
【００２９】なお、本実施の形態では、上下アングルツ
マミ２２等の回動操作される操作ツマミをツマミカバー
で被覆し、そのツマミカバーと手元操作部本体カバー５
０等との接合部分を伸縮自在な接合部で接合するように*
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*しているが、他の可動部も同様の構成で被覆するように
してもよい。
【００３０】
【発明の効果】以上説明したように、本発明によれば、
手元操作部の本体部分を被覆する本体カバーと可動部を
被覆する可動部カバーとを伸縮自在な接合部を介して一
体的に接合することにより、手元操作部に対してカバー
を密着させた状態で被覆できるとともに、可動部の柔軟
な動きも確保できる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明に係るカバー式内視鏡の一実施形態を示
す全体構成図
【図２】挿入部カバーの正面断面図
【図３】内視鏡カバーの全体図
【図４】挿入部カバーの要部拡大図
【図５】本発明に係るカバー式内視鏡の第２の実施の形
態の要部拡大図
【図６】本発明に係るカバー式内視鏡の第３の実施の形
態の要部拡大図
【図７】本発明に係るカバー式内視鏡の第４の実施の形
態の要部拡大図
【符号の説明】
１０…カバー式内視鏡、１２…内視鏡カバー用内視鏡、
１４…内視鏡カバー、１６…手元操作部、１８…挿入
部、１８ａ…軟性部、１８ｂ…湾曲部、１８ｃ…先端硬
質部、２０…左右アングルツマミ、２２…上下アングル
ツマミ、２４…左右ロックツマミ、２６…上下ロックツ
マミ、２８…観察窓、３０…照明窓、３２…ユニバーサ
ルケーブル、３４…挿入部カバー、３５…カバーガラ
ス、３６…手元操作部カバー、３８…内視鏡カバー用内
視鏡挿入路、４０…吸引管路、４２…送気・送水管路、
４４…鉗子口、５０…手元操作部本体カバー、５２…上
下アングルツマミカバー、５４…左右アングルツマミカ
バー、５６…左右ロックツマミカバー、５８…第１接合
部、６０…第２接合部、６２…第３接合部、５８ａ、６
０ａ、６２ａ、５８ｂ、６０ｂ、６２ｂ…襞
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要解决的问题：提供一种能够通过盖子涂覆整个手部操作部分的凹面型
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